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市制施行７０周年記念　議場コンサート　観覧者を募集します
　府中市議会では、市制施行７０周年を記念し、（公財）府中文化振興財団の協力のもと、第３回定例会初日に議場コンサートを実施します。
　ぜひご観覧ください。

１　日　時　　８月３０日（金）　午前９時１５分から９時４５分まで（開場は午前９時）
２　会　場　　市議会議場（府中市役所おもや５階）
３　内　容　　日本フィルハーモニー交響楽団員による弦楽四重奏
４　料　金　　無料
５　演　目（予定）　　
	 ・モーツァルト　ディベルティメントＫＶ . １３６より「第１楽章」
	 ・中島みゆき　糸
	 ・アストル・ピアソラ　オヴリビオン、リベルタンゴ　他
６　観覧申込み
　　�傍聴席での観覧は、市内在住・在勤・在学の方を対象に、８月９日（金）  午前９時から先着順での事前申込みを実施します。
	 ・�ＬｏＧｏフォームでの申込み（６０名）　　府中市議会ホームページのリンクから、申込みページにアクセス
	 ・�インターネット環境をお持ちでない方向けの電話・ＦＡＸでの申込み（１０名）　電話（３３５
－４５０５）、ＦＡＸ（３６４－５４１５）　ＦＡＸは氏名、住所、ＦＡＸ番号、電話番号（お持
ちの場合）、車いす利用の有無、在勤在学者は勤務先又は通学先を記載　

＜共通の留意事項＞　〇８月９日は、午前９時前の着信による申込み無効　〇１回の
申込み（送信）につき１名。複数人で申し込む場合は別々に送信してください　〇申
込みにかかる通信料等の費用については、申込者の負担となります　〇通信中の事故
等により申込みが完了しなかった場合、本市議会では一切の責任を負いません　〇車
いす用のエリアあり（当該エリアは１名まで付添い可）　〇乳幼児を連れての観覧は
可能ですが、１名につきひざ上にお子様１名までとします　〇申込みに当たっての同
意事項があります（申込み後に案内あり）　〇本申込みによりお預かりした個人情報
は、議場コンサート及び議会傍聴に係る事務にのみ使用します　〇傍聴ロビーからの
観覧は事前申込み不要で、どなたでも観覧できます（ただし、想定以上の来場があっ
た場合等に入場を制限することがあります）

写真提供：日本フィルハーモニー交響楽団
※本公演の出演者とは異なりますのでご了承ください

　
今
定
例
会
で
市
長
か
ら
、「
府

中
市
け
や
き
並
木
を
守
り
育
て

る
条
例
」
の
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
け
や
き
並
木

の
保
全
及
び
利
用
に
つ
い
て
の

基
本
理
念
を
定
め
、
市
及
び
市

民
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
け
や
き
並
木
の
保

全
及
び
利
用
に
関
す
る
施
策
の

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
様
々
な
人
々
の
協

働
に
よ
る
取
組
を
推
進
し
、
も 

っ
て
快
適
な
環
境
を
有
す
る
け

や
き
並
木
を
次
世
代
に
確
実
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
文
教
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

質
疑
に
対
し
、
「
馬
場
大
門
の

ケ
ヤ
キ
並
木
が
国
の
天
然
記
念

物
指
定
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
を
契
機
に
市
民
等
が
自
ら

の
規
範
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
」
等
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
迷
惑
行
為
と

い
っ
た
特
定
の
事
象
を
取
り
締

ま
る
意
図
が
見
え
る
た
め
反
対

す
る
」「
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
ケ
ヤ
キ
並
木
を
今
後
も
清
潔

で
安
全
に
保
つ
た
め
、
賛
成
す

る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い

て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
、
最
終
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
文
教
委
員
会
委
員

長
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

府
中
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け
や
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並
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育
て
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条
例
な
ど
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◎
令
和
６
年
度
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
改
定
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

　
障
が
い
者
の
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
に

当
た
っ
て
は
、
全
て
の
サ
ー
ビ

ス
が
安
定
的
に
提
供
さ
れ
、
従

事
者
の
賃
金
が
改
善
し
、
深
刻

な
人
手
不
足
に
直
面
す
る
事
業

所
の
人
材
確
保
が
可
能
と
な
る

よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
令
和
６
年
度
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定

で
は
、
現
場
の
支
援
実
態
を
顧

み
な
い
報
酬
体
系
の
導
入
や
、

基
本
報
酬
の
減
額
等
が
行
わ
れ
、

か
つ
質
の
高
い
福
祉
を
提
供
す

る
事
業
所
を
正
当
に
評
価
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。

　
今
回
の
報
酬
改
定
は
、
事
業

所
の
運
営
を
不
安
定
に
す
る
と

と
も
に
、
既
に
危
険
水
域
に
入 

っ
て
い
る
人
手
不
足
を
更
に
深

刻
に
し
、
障
が
い
者
の
生
活
が

脅
か
さ
れ
る
事
態
を
引
き
起
こ

す
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
３
年
後
の

次
期
報
酬
改
定
を
待
た
ず
、
速

や
か
に
４
つ
の
事
項
を
実
施
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

◎
「
共
同
親
権
」
の
運
用
に
関

し
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の

観
点
に
基
づ
い
た
十
分
な
議
論

を
求
め
る
意
見
書

　
令
和
６
年
５
月
、
離
婚
後
も

父
母
双
方
が
子
ど
も
の
親
権
者

と
な
る
「
共
同
親
権
」
の
選
択

を
導
入
す
る
改
正
民
法
が
参
議

院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。

単
独
親
権
以
外
の
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
は
、
家
族
の
在
り
方

や
子
育
て
な
ど
が
多
様
化
す
る

中
、
必
要
な
場
合
も
あ
る
が
、

最
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
子
ど
も

の
最
善
の
利
益
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
離
婚
後
の
共
同
親
権
は
原

則
で
は
な
い
こ
と
を
明
文
化
し
、

強
制
が
起
き
な
い
よ
う
に
対
策

を
行
う
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
養
育
環
境
の
決
定
時
に
、

子
ど
も
自
ら
が
意
見
や
意
向
を

安
心
し
て
伝
え
ら
れ
る
支
援
体

制
の
構
築
等
も
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
離
婚
後

共
同
親
権
の
選
択
の
導
入
に
関

し
、
児
童
の
権
利
条
約
及
び
こ

ど
も
基
本
法
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
を
権
利
の
主
体
と
位
置
付
け
、

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
最
優

先
に
し
、
具
体
的
か
つ
実
効
性

の
あ
る
運
用
に
向
け
た
議
論
を

尽
く
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

◎
自
民
党
に
よ
る
裏
金
問
題
の

徹
底
解
明
と
金
権
腐
敗
政
治
の

一
掃
を
求
め
る
意
見
書

　
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ 

ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
裏
金
問
題

は
、
政
治
資
金
規
正
法
違
反
の

疑
い
に
よ
っ
て
現
職
の
国
会
議

員
が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
国
民

の
中
に
不
信
や
憤
り
が
広
が
る

重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

徹
底
し
た
真
相
解
明
と
制
度
の

改
革
が
な
け
れ
ば
、
国
民
か
ら

の
信
頼
は
回
復
さ
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
民
党
が
提
出

し
た
政
治
資
金
規
正
法
の
改
正

案
は
政
治
改
革
の
名
に
値
せ
ず
、

収
支
報
告
書
の
作
成
と
公
開
に

つ
い
て
会
計
責
任
者
と
同
等
の

責
任
を
政
治
家
に
負
わ
せ
る
と

い
っ
た
再
発
防
止
に
も
後
ろ
向

き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
自
民
党
派

閥
に
よ
る
裏
金
事
件
を
徹
底
解

明
し
、
政
治
の
信
頼
を
取
り
戻

す
た
め
に
実
効
性
の
あ
る
再
発

防
止
策
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、 

企
業
・
団
体
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ 

ー
券
購
入
を
含
む
企
業
・
団
体

献
金
の
全
面
禁
止
を
定
め
、
金

権
腐
敗
政
治
の
一
掃
の
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

人

事
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案

人

事

議

案

　
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に
、

市
長
か
ら
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
の
同
意
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
方
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

大
柳
　
　
敏
浩
　
氏

増
山
議
員
が
辞
職

増
山
議
員
が
辞
職

　
令
和
６
年
６
月
19
日
に
、
増

山
あ
す
か
議
員
（
府
中
市
議
会

市
政
会
）
か
ら
一
身
上
の
理
由

で
辞
職
し
た
い
と
の
申
出
が
あ

り
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
議
員
は
、
平
成
27
年
に
初

当
選
し
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
及
び
総
務
・
文
教
の
各
常

任
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
し
ま

し
た
。

▲�市議会ホーム
ページの二次元
コード


